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次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
21
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！

次
の
ペ
ー
ジ
は

市 民 の 声 を 市 政 に

一般
質問

霧島市議会中継 検索

一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うも

のです。掲載内容は、各議員本人が質問と答弁を要約したも

ので、すべての質問と答弁は、市議会ホームページの録画中

継やYouTubeで視聴できます。

21人がより良い市政を目指して

二次元コードを、スマートフォンのQRコードリーダーで読み取ることで、一般質問の

録画中継がYouTubeでご覧いただけます。

※一般質問は２月25日から28日に行いました。

問
　
霧
島
で
大
相
撲
巡
業
の

開
催
は
で
き
な
い
か
。

答　

平
成
27
年
に
市
制
施
行

10
周
年
記
念
と
し
て
「
大
相

撲
霧
島
場
所
」
が
実
行
委
員

会
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
会

場
設
営
費
な
ど
の
多
く
の
課

題
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

他
地
域
の
開
催
地
を
参
考
に

調
査
し
て
い
く
。

問　

相
撲
の
施
設
環
境
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

桷
志
田
相
撲
道
場
(
国

分
相
撲
道
場
)
は
、
昭
和
56

年
度
に
整
備
を
行
っ
て
か
ら

43
年
が
経
過
し
て
い
る
。
一

部
に
劣
化
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
令
和
４
年
度
に
土
俵
の

整
備
な
ど
を
行
い
、
通
常
利

用
す
る
に
は
問
題
が
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

霧
島
大
使
の
繋
が
り
か

ら
合
宿
誘
致
は
で
き
な
い

か
。

答　

旧
牧
園
町
で
受
け
入
れ

た
当
時
は
、
合
宿
場
所
に
土

俵
や
大
型
テ
ン
ト
を
設
置
し

た
。
合
宿
実
現
に
は
新
た
な

施
設
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

市
内
外
か
ら
多
く
の
観
客
も

見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
よ

う
な
機
会
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
他
の
自
治
体
の
取
組
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
障
が
い
者
や
高
齢
者
、

福
祉
関
係
者
な
ど
多
く
の
利

用
が
あ
る
。
旧
館
や
別
棟
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
利
用
に

支
障
が
あ
る
設
備
も
多
数
あ

る
。
国
分
地
区
の
福
祉
避
難

所
で
も
あ
り
、
改
修
や
修
繕

を
優
先
で
き
な
い
か
。

答　

旧
館
は
築
55
年
、
新
館

は
築
28
年
経
過
し
、
年
次
的

に
必
要
な
修
繕
や
空
調
の
個

別
更
新
を
し
て
い
る
。
指
定

管
理
者
と
緊
密
に
連
携
し
、

適
切
な
施
設
管
理
に
努
め

る
。

問　

施
設
は
浸
水
想
定
地
域

に
立
地
し
て
い
る
。
指
定
管

理
者
で
あ
る
社
協
の
事
務
所

が
１
階
に
あ
る
が
、
日
頃
の

地
域
福
祉
に
加
え
、
災
害
時

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
設
置
な
ど
の
役
割
が
あ

る
。
社
協
の
業
務
継
続
計
画

(
Ｂ
Ｃ
Ｐ
)
を
把
握
し
、
浸

水
対
策
や
代
替
拠
点
に
つ
い

て
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

社
協
は
福
祉
や
災
害
の

分
野
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
。
令
和
７
年
度
策
定

予
定
の
社
協
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で

は
、「
霧
島
市
地
域
防
災
計

画
」
の
内
容
を
踏
ま
え
、
必

要
な
助
言
を
行
う
。
当
該
施

設
の
災
害
時
の
位
置
付
け
も

再
検
証
し
、
浸
水
対
策
や
他

施
設
活
用
も
検
討
し
て
い

く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

桷志田相撲道場（国分相撲道場）

川
窪
　
幸
治 

議
員

か
わ 

く
ぼ

こ
う  

じ

山
口
　
仁
美 

議
員

や
ま
く
ち

ひ
と

み

霧島市国分総合福祉センター

陳情審査報告 陳情書３件について、本会議での審議結果を掲載しています。
審議された結果は、提出者へ通知いたします。

陳情
第１号

誰もが安心して利用できる介護保険制度の充実を意見書

として国へ求める陳情書

霧島市国分中央

霧島市社会保障推進協議会　会長　原口　兼明
不
採
択１．令和６年度から実施された訪問介護事業への報酬引き下げを撤回し、実施前にさかのぼって補償すること。

２．介護保険制度への国の財政措置を抜本的に強化し、介護保険料の引き上げや利用者負担増に結び付かないよう、介護保

険従事者の全産業並みの収入を保証するための公費による処遇改善を行うこと。

陳情
第２号

誰もが安心して利用できる介護保険制度の充実のための

霧島市独自の緊急施策を求める陳情書

霧島市国分中央

霧島市社会保障推進協議会　会長　原口　兼明

継
続
審
査

１．介護保険に関係する事業全体の問題はありますが、現在最も危機的な状況を抱える訪問介護事業を守るという視点から

以下の緊急的な施策を霧島市に求めます。

①　訪問介護事業従事者の確保のための緊急的な施策を講じること

・市内訪問介護事業所への就労を予定する人へ、初任者研修費用を全額市負担として実施すること。

・従事者への処遇改善の加算を受けることのできない小規模な事業所への支援を行い、すべての事業所が現在、受給可能な

加算を受けられるような実務上や教育上の支援を行うこと。

・遠隔地への訪問介護サービスを行う事業所への支援を市の独自施策として行うこと。

②　低所得者への利用料の助成を行うこと。

・市町村によっては利用者の所得に応じて利用料を助成することで利用料を軽減しているところもあります。訪問介護の場

合、サービス利用が住み慣れた地域で暮らし続けられることと直結します。また利用料の負担を減らすことで訪問介護

サービスを増やすことも期待できます。霧島市独自の助成制度の拡充、充実を求めます。

２．次期（10期）の介護保険事業計画へ向けた以下の施策に検討を要望いたします。

①　霧島市が運営主体となる１）地域包括支援センター　２）居宅事業、訪問介護事業等の在宅での暮らしを支える事業所

を新設すること。例）霧島市立在宅介護支援センター

②　霧島市独自の介護保険事業者への介護報酬の補填を検討すること。

③　市内事業者への人材確保を支援する介護福祉士養成、確保を進めるための奨学制度を検討すること。

④　介護事業所の業務の低減や合理化につながる技術の活用について市の直接的な支援と関与をおこない、キリシマモデル

の地域ネットワークを検討すること。

陳情
第３号

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方

改革、長時間労働是正を求める意見書採択の陳情について

霧島市隼人町内山田

鹿児島県教職員組合姶良伊佐地区支部霧島地域協議会 

書記長　池上　孝子　　副議長　藤元　綾乃

み
な
し
採
択

学校の働き方改革推進のため、以下の事項を実施すること。

１．教職員の負担軽減をはかる観点から、国として具体的業務削減策を示すこと。

（1）部活動の地域移行をさらにすすめること。

（2）「カリキュラム・オーバーロード」の実態にあることから、学習指導要領の内容の精選やそれに伴う標準授業時数の削

減等を行うこと。

２．教職員定数改善を実施すること。

３．自治体でのとりくみが確実にすすむよう、人の配置・確保も含め、推進のための必要な財源確保等を行うこと。

４．教員のいのちと健康が守られる法制度の整備をはかること。

５．今後、勤務実態調査を行った上で、その結果に基づき必要な措置を講ずること。

その議案・陳情に私は賛成 私は反対
令和７年　第１回 霧島市議会定例会 賛否が分かれた事件のみ掲載しています。

議長職は表決に参加しない
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議案番号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について

諮問 １ 人権擁護委員の推薦について

議案 12 霧島市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正について

議案 21 令和６年度霧島市一般会計補正予算（第９号）
について

議案９号
修正議案

議案第９号霧島市消防局職員の特殊勤務手当に関
する条例の一部改正についてに対する修正案

議案 27 令和７年度霧島市一般会計予算について

議案 29 令和７年度霧島市後期高齢者医療特別会計予算
について

陳情 １
誰もが安心して利用できる介護保険制度の充実
を意見書として国へ求める陳情書

議提 １ 霧島市議会の個人情報の保護に関する条例の一
部を改正する条例について

議案 34 令和７年度霧島市工業用水道事業会計予算につ
いて

議案 30
令和７年度霧島市介護保険特別会計予算につい
て

議案 22 令和６年度霧島市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）について

議案 ３ 霧島市長等の給与等に関する条例の一部改正に
ついて

議
決
結
果
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